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						2021年度の研究テーマに関する最終報告になります。

詳細は添付PDFにあるのでここでは研究を始める経緯について簡単にまとめます。



YouTubeは個人、団体、自治体、企業などあらゆる層が

情報発信を行っており、そこでの広告収入を職業とする

YouTuberも広く知られる職業となりました。

しかし、その一方で

・YouTuberは簡単に大金が稼げると思われている

・広報用と見られるチャンネルを持ちながらも長期間

　更新が見られない企業・自治体が多い

などのことから、YouTubeへの参入が甘く見られているのではないかという疑問を持ち、



「YouTubeという市場の難しさをまとめる」

という狙いを定め、調査を始めました。



当初は、自身のYouTubeチャンネルを用いた活動と

その効果のみを調査していましたが、言語化と指標化、

数値化が困難であった他、多くの人に理解しやすい内容

へとするために、上記の狙いへと変更した経緯があります。
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